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６．成果の要約    

緩効性肥料施肥試験では、緩効性肥料の追肥増収効果は判然としなかった。ツル性雑草の繁茂に

より機械収穫効率が低下し、雑草の管理・対策が重要と考えられた。播種機械作業体系比較試験で

は、播種前に鎮圧した区で播種精度が高く、生育良好となり収量が高かった。経営収支の試算から

、機械の減価償却費の割合が高く、既に所有している機械を利用でき、大面積に対応可能な経営体

で良好な収益性を示すことが推察された。 

７．目 的 

水田や畑における輪作体系での地力低下や連作障害対策として、子実用トウモロコシを導入し、濃

厚飼料原料としての取り組みを支援するため、水田における栽培技術を確立する。 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）試験①緩効性肥料施肥試験 

１）発芽停滞により発芽日は特定できず，また発芽の良否は全体に２程度と低かった。対照区では、

稈長 222ｃｍ、着雌穂高 82ｃｍ、稈径 18.7ｍｍとなった（表１）。 

２）水分 15％換算子実収量は緩効区と対照区で有意な差は確認できず、またコンバイン収量は比較

できなかった（表２）。 

３）子実用トウモロコシの栽培全体の作業時間は 10a あたり 4.34 時間であった。最も時間がかか

った収穫作業では，10a あたり 1.17 時間となった 

（２）試験②播種機械作業体系比較試験 

１）株間は、側条施肥区と比較して鎮圧区で設定した粒数に近い値となり、標準偏差が小さくなっ

た。また稈長・着雌穂高・稈径は鎮圧区の方で有意に高い値を示した（図１）。 

２）水分 15％換算子実収量は鎮圧区で 882kg/10a となり側条施肥区と比べて 53％程度多収となっ

た。子実以外のほ場に還元される茎葉・コブの重量についても測定し、鎮圧区で 752kg/10a（DM）

と側条施肥区と比して多収となった（図１）。 

３）全体の作業時間は、10a あたり 2.54 時間となった。最も時間を要した排水対策作業では、0.67

時間/10a と、全体作業時間のおよそ 1/4 を占めた。 

（３）経営評価 

経営体間で減価償却費に大きな差が見られ、減価償却費の差により所得にも差が現れた。既に所

有（償却を完了）している機械を使用するという前提に立ち、償却費を考慮しない場合、試験①経

営体では所得がプラスに転じ、試験②経営体ではさらに収支が改善するものと考えられる。子実用

トウモロコシ栽培に取り組む場合、既に作業機械等を所有している大規模な法人等である程度の面

積で栽培した方が良好な収益性を呈するものと推察される（表３，４）。 

９．問題点と次年度の計画 

（１）ほ場に入っての調査が困難になる程雑草が繁茂してしまった箇所があるため雑草の管理・対策

が重要となる。 

（２）経営面において、肥料をはじめとした資材費の高騰が見込まれるため、今年度とも比

較してどのように収支が変化していくのか調査を継続。 

（３）試験ほ場以外では、ほ場ごとに湿害により生育・収量に大きな差が見受けられた。次

年度試験においては、湿害対策に着目して試験構成を設定予定。 

  



１０．主なデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．主要成果の具体的データ 

表１．試験① 生育調査結果   

試験区 播種日 
発芽良否 

調査日 

  発芽 1) 

良否 

稈長 

(cm) 

着雌穂高 

(cm) 

稈径 

(mm) 

緩効区 5/6 6/3 2.2 - - - 

対照区 5/6 6/3 1.8 222 82 18.7 

 

表２．試験① 収量調査結果  

試験区 
生子実 

収量（ｋｇ） 

乾物率 

（％） 

水分率 

（％） 

乾物子実 

収量（ｋｇ） 

水分 15％換算 

子実収量（ｋｇ） 

緩効区 1419  71.6  28.4  1,016 1,174 

対照区 1225  72.7  27.3  891 1,015 
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図１．試験②生育・収量調査結果 


